
第 161 回 多可町定例記者会見 

令和 5年 8月 23 日（水）午後 1時 30 分～ 

多可町役場本庁舎 2 階 大会議室 

１．町長あいさつ 

２．案  件 

◆記者発表事項

（１）福祉課 ・・・Ｐ.1

令和 5年度 喜寿敬老会

（２）生涯学習課 ・・・Ｐ.4

みんなでつくる自主学習スペース

～播州織で願いを結ぶ…ガーランドを飾ろう～ 

（３）ベルディーホール ・・・Ｐ.6

ワンコインライブ 竹内さおり箏コンサート

小児がん支援のためのチャリティーマルシェ

ちびっこわくわくベルディー

演劇セミナー出演者募集

ベルディーホールオペレーター体験見学会

（４）図書館 ・・・Ｐ.11

ストーリーテリング講座

◆その他の機関

（５）多可町商工会より ・・・Ｐ.13

創業ノウハウを学ぶ「創業塾」の開催 

“多様性”を活かして播州織を全国へ販路拡大！ 

産地内の 5社が東京ギフトショーでオリジナル商品をＰＲ 

（６）北はりま特別支援学校より  ・・・Ｐ.17

令和 5年度 芸術鑑賞会 

令和 5年度 オープンスクール 

（７）北はりま消防組合より  ・・・Ｐ.20

高齢者福祉施設との救急連携訓練の実施について 

３．質 疑 

４．次回のお知らせ 

◆第 162 回多可町定例記者会見

と き 令和 5年 9 月 22 日（金） 午後 1時 30 分～ 

ところ 多可町役場 401 会議室 

問合先 企画秘書課  ℡ 32-2381 



多可町政 記者発表資料 
提 出 日 担 当 課・係 担 当 者 名 連 絡 先

令和 5 年 8 月 23 日 福祉課 伊藤 加奈子 0795－32－5120 

事 業（行 事）名 

令和 5 年度 喜寿敬老会

日 時（開催期間） 

9 月 15 日（金）午前 11 時～午後 2 時頃

場 所 

ベルディーホール 

趣旨または目的 

 敬老の日発祥のまち多可町として、住民に敬老思想の啓蒙を図りながら、永

年にわたり地域の発展に貢献されてきた高齢者への敬意と感謝の意を表す「喜

寿敬老会」を開催し、長寿をお祝いする。 

内 容 

式典の開催 別紙スケジュール表のとおり 

対象者：昭和 22 年 4 月 2 日～昭和 23 年 4 月 1 日生まれの町内在住者

出席者へのおもてなし内容 

① 多可作連の「お菓子の詰め合わせセット」、(株)多可町地域商社 RAKU が企画

した「祝い酒」の 2 点を記念品とする。

② でんでん制作の杉原紙製コサージュを胸に着用

③ 余興（多可落語クラブ（落語）、イリュージョン）

④ テーブル毎の記念撮影

⑤ テーブル花の持ち帰り

⑥ テーブル担当者の配置

⑦ 西脇多可料飲組合の喜寿敬老会用の特製弁当

⑧ あすなろの郷による食後のコーヒーサービス

⑨ 送迎時の心づかい

参考資料など 

開催要項、タイムスケジュール 
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令和５年度 多可町喜寿敬老会の開催について 

 敬老の日発祥のまち多可町として、住民に敬老思想の啓蒙を図りながら、永年にわ

たり地域の発展に貢献されてきた高齢者への敬意と感謝の意を表す「喜寿敬老会」

を開催し、長寿をお祝いいたします。 

 新型コロナ感染症対策のため、令和２年度から令和４年度まで開催を中止しており、

４年ぶりの開催となります。これまでの実績を基に、よかった点は今年も継続します。

今年度も少人数のスタッフと限られた予算で最高の「喜寿敬老会」になるようにと考え

ております。 

出席者への記念品は、多可町障がい者地域作業所連絡会（以下、多可作連）の

「手作りお菓子セット」、(株)多可町地域商社 RAKU が企画した「甘酒」をお贈りしま

す。 

また、余興については、多可町落語クラブと足立利幸様（加美区在住）のイリュージ

ョンを計画しています。 

主な内容 

① 多可作連の「お菓子の詰め合わせセット」、(株)多可町地域商社RAKUが企画した

甘酒（製造／山田酒造食品(株)（加東市））の２点を記念品とします。

（お菓子：継続、甘酒：新規）

② でんでん制作の杉原紙製コサージュを着用（継続）

③ 余興（多可町落語クラブ、イリュージョン）

④ テーブル毎の記念撮影（継続）

⑤ テーブル花の持ち帰り（継続）

⑥ テーブル担当者の配置（継続）

⑦ 西脇多可料飲組合の喜寿敬老会用の特製弁当（継続）

⑧ あすなろの郷による食後のコーヒーサービス（継続）

⑨ 送迎時の心づかい（継続）

※招待者総数：370 名（昭和 22 年４月２日～昭和 23 年４月１日生まれの方）

出席予定者数：185 名    出席率 50％

（参考） ※令和５年７月１日現在 

・多可町の高齢化率 38.89％

・多可町内の 100 才以上の高齢者･･･40 名（男性 5 名、女性 35 名）

・男性の最高齢 106 歳、女性の最高齢 106 歳
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令和５年度　多可町喜寿敬老会　タイムスケジュール

○15日（金）本番

予定 予定

時間 時刻

送迎 9:15 送迎車出発（随時）

受付開始 30分前 10:30 参加者　－名 対象者　370名 ※R5.7.1現在

式典 40分 11:00 開会

11:02 住民憲章朗読

11:05 開会のことば 副町長

11:06 式辞 町長

11:11 喜寿祝い贈呈 喜寿代表者

11:20 来賓祝辞 町議会議長　笹倉議長

メッセージ披露

11:35 来賓紹介 町議会（副議長　１名）

町議会（文教ふくし常任委員長１名）

区長会（会長、副会長　計３名）

老人会（会長、副会長他　計７名）

民児協（会長、副会長　計３名）

社協　会長

11:40 閉会のことば 教育長

昼食 50分 11:50 昼食

（テーブル毎に写真撮影。食後のコーヒーサービス。）

余興 30分 12:40 多可町落語クラブ（予定：２名）

30分 13:20 イリュージョン

終了予定 13:50

送迎 14:00 送迎車出発

片付け 120分 13:50

終了予定 15:50
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多可町政 記者発表資料 
提 出 日 担 当 課 担 当 者 名 連 絡 先

令和 5 年 8 月 23 日 
生涯学習課

多可町商工会

梅田 一志

横畑 択磨

0795－32－5122 

0795－32－2161 

事 業（行 事）名 

みんなでつくる自主学習スペース 

～播州織で願いを結ぶ…ガーランドを飾ろう～ 

 ＝多可町商工会・繊維部会が生地を提供＝ 

日 時（開催期間） 

ガーランド制作は 9 月 30 日（土）まで 

※装飾用の生地が無くなり次第終了

場 所 

中コミュニティプラザ（自主学習スペース） 多可町中区茂利 20 番地 

趣旨または目的 

多可町（以下「町」）は、中コミュニティプラザ（以下「中プラザ」）の一部を自主学

習スペース（以下「スペース」）として無料開放している。

この度、多可町商工会・繊維部会（以下「繊維部会」）がスペースを播州織で装飾す

ることを提案、部会員から無償で生地が提供された。

スペース内にファブリック・ボードやテーブル・クロスとして装飾したほか、利用者

自身が自由に生地をひもに結んで装飾できる「ガーランド」を用意した。

利用者が願かけや気分転換に自由に装飾でき、併せて播州織を手に取ることにより地

場産業を身近に感じてもらう機会を提供している。

内 容 

スペースは 2023 年 3 月まで多可町商工会（以下「商工会」）が仮事務所として使用

していた箇所。商工会が退去時に中プラザへ寄付した机や椅子を活用して配置し、7 月

から無料開放している。

スペースを見た繊維部会員が「穏やかな空間で勉強してもらうために、播州織を飾っ

てはどうか」と提案、賛同した会員から無償で生地が提供された。また、装飾は生地を

ひもに結んで装飾する「ガーランド」の方法を提案。スペース内にひもを設置し、利用

者自身が自由に生地を結ぶことができるように準備した。

 繊維部会は、「播州織が願いを結ぶイメージ。受験生の願かけや、勉強の気分転換に

装飾して欲しい。そして、生地を実際に手に取ることにより、播州織を身近に感じても

らえたら。」と話している。

 また町では、利用者みんなで装飾することにより、多くの方に利用していただくとと

もにスペースに愛着を持って利用してもらうことを期待している。
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○自主学習スペースの概要

・勉強や読書、リモートワーク等に使用可能

・使用可能な方：中学生以上

・使用可能日時：午前 8 時 30 分～午後 9 時 30 分

（年末年始（12/29～1/3）の中プラザ閉館日を除く） 

・定員 ：30 名 

・使用方法 ：受付で入室手続後に使用可能

○生地提供した繊維部会員（順不同）

・橋本裕司織布 ・桑村繊維株式会社 ・植山織物株式会社

・ＯＲＩＴＯ＋ ・川上織物株式会社 ・播磨染工株式会社

○備考

・ガーランド制作はスペース使用者のみ可。見学は誰でも可能。

・ガーランド制作期間は 9 月 30 日（土）まで。ただし、装飾用の生地が無くなり次第

終了。

・制作後のガーランド及びファブリック・ボード等は継続して展示予定。

参考資料など 

 別添写真 

5



多可町政 記者発表資料 
提 出 日 担 当 課・係 担 当 者 名 連 絡 先

令和 5 年 8 月 23 日 
生涯学習課

文化会館
安平 智香子 0795－32－1300 

事 業（行 事）名 

‘23 ベルディーホール自主公演事業 

ワンコインライブ 竹内さおり箏コンサート

日 時（開催期間）

公演：9 月 10 日（日）開演 1 回目：午後 2 時～ 2 回目：午後 4 時～ 

（2 回公演・開場はいずれも 30 分前） 

場 所

多可町文化会館 ベルディーホール会議室

趣旨または目的

気軽に公演を楽しんでいただけるようワンコインライブを開催する。

今回は、西脇市在住の箏奏者 竹内さおりによるコンサート。

内 容

竹内さおりは 10 歳で箏曲コンクール独奏の部第 1 位、これまで数々のコンクールで

入賞に輝き、コンサートや後進の指導などに活躍されている。

コンサートでは、古典・現代曲からポピュラーな曲までお届けする。

出 演 ：竹内さおり 箏アンサンブル斗為巾 深田玲功（フルート）

チケット料金：各回 500 円

なお、当日は小児がん啓発イベント（ゴールドリボン運動）と同時開催となる。

参考資料など

チラシ
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多可町政 記者発表資料 
提 出 日 担 当 課・係 担 当 者 名 連 絡 先

令和 5 年 8 月 23 日 
生涯学習課

文化会館
安平 智香子 0795－32－1300 

事 業（行 事）名 

‘23 ベルディーホール住民企画自主公演事業 

小児がん支援のためのチャリティーマルシェ

日 時（開催期間）

9 月 10 日（日）午後 1 時 30 分～午後 5 時 30 分

場 所

多可町文化会館ベルディーホール ロビー

趣旨または目的

地域住民が「小児がん支援活動啓発実行委員会」を立ち上げ、2 月 4 日（日）に、小

児がんなどの難病の患者とその家族のための宿泊施設“チャイルド・ケモ・ハウス”の

代表理事である堀内正美さんの講演会とチャリティーマルシェの開催を予定している。

そのプレイベントとして、世界小児がん啓発月間である 9 月に、「チャリティーマルシ

ェ」を開催。

 ベルディーホール自主公演「竹内さおり箏コンサート」と同時開催にすることで、幅

広い世代の方々に、小児がん患者の現状や支援活動について周知を図るとともに、支援

を求めることを目的とする。

内 容

・9 月中、ベルディーホールを黄色（ゴールド）にライトアップ

・チャリティーマルシェ

趣旨に賛同いただける方々に出店いただき、売上の一部を「ゴールドリボン・

ネットワーク」に寄付する。

レモネードスタンド

ワークショップ（ヒノキのアクセサリー作り）

販売（スコーン、パン、焼き菓子、多可ヒノキの雑貨、小物）

ヨガ体験

ベビーフォト

参考資料など

チラシ
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多可町政 記者発表資料 
提 出 日 担 当 課・係 担 当 者 名 連 絡 先

令和 5 年 8 月 23 日 
生涯学習課

文化会館
安平 智香子 0795－32－1300 

事 業（行 事）名 

‘23 ベルディーホール自主公演事業 

ちびっこわくわくベルディー

日 時（開催期間）

9 月 7日（木）午前 10 時～午前 11 時

場 所

多可町文化会館 ベルディーホール

趣旨または目的

音楽・演劇・人形劇など様々な鑑賞会やワークショップに町内の 4 歳児と 5 歳児を

招き、自由に感じ、創造し、表現することを体験してもらいたい、こども達に元気に生

きる力を育んでもらいたいとの思いから「ちびっこわくわくベルディー」を開催する。 

内 容

■内容 歌のお姉さんとゆかいなピエロ、不思議なマジシャンが織りなす音楽バ

ラエティー

■対象 町内 4 歳児、5 歳児

参考資料など

チラシ
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多可町政 記者発表資料 
提 出 日 担 当 課・係 担 当 者 名 連 絡 先 

令和 5 年 8 月 23 日
生涯学習課 

文化会館 
安平 智香子 0795－32－1300

事 業（行 事）名 

演劇セミナー出演者募集 

日 時（開催期間） 

公演日：12 月 17 日（日）

練習期間：11 月、12 月

場 所 

公演：多可町文化会館 ベルディーホール 

練習場所：ベルディーホール、中コミュニティプラザ、 

八千代コミュニティプラザ 

趣旨または目的 

演劇セミナーは、「舞台演劇を鑑賞するだけでなく、地域の人々にもステージに立っ

て表現する魅力と楽しさを体験してほしい」という想いで平成 8 年に始まった。

公募で集まったメンバーが、プロの脚本家・演出家指導のもと、約 2 ヶ月間で 1 つ

の作品を作り、ベルディーホールの舞台で披露する。 

内容 

■募集対象： 小学 1 年生以上。（経験不問）

■参加費 ： 3,000 円（保険代含む）

■講 師 ： 大塚雅史（大阪府在住の脚本家・演出家・照明作家）

■練習期間： 11 月、12 月

■申込方法： チラシ QR コードまたはベルディーホールまで

■申込締切： 9 月 30 日（土）

★体験ワークショップ

アクションやゲームを通じて、気軽に演劇体験ができる。

■日 時 ： 9 月 3 日（日）午前 11 時～ / 午後 2 時～

■参加費 ： 無料

参考資料など 

募集チラシ 
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多可町政 記者発表資料 
提 出 日 担 当 課・係 担 当 者 名 連 絡 先

令和 5 年 8 月 23 日
生涯学習課 

文化会館 
安平 智香子 0795－32－1300

事 業（行 事）名 

ベルディーホールオペレーター体験見学会

 ～裏方の世界をのぞいてみよう～ 

日 時（開催期間）

8 月 27 日（日）午後 2 時～ 

場 所

多可町文化会館 ベルディーホール

趣旨または目的

多可町文化会館ベルディーホールでは、ボランティアスタッフ「VOC（ベルディー 

ホールオペレータークラブ）」が裏方として舞台・音響・照明・アナウンスの役割を担

い、舞台作りを支えている。

 初めての方限定の研修会を行い、興味を持たれた方には継続して活動していただくこ

とで、VOC の活性化を図る。 

内 容

■内容 ： 施設見学とボランティアオペレーター体験

■対象 ： 高校生以上

■申込期限 ： 8 月 20 日（日）

参考資料など

チラシ
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多可町政 記者発表資料 
提 出 日 担 当 課・係 担 当 者 名 連 絡 先

令和 5 年 8 月 23 日
教育総務課 

図書館 
安平 利江 0795－32－5170

事 業（行 事）名 

ストーリーテリング講座

日 時（開催期間）

9 月 14 日（木）、10 月 18 日（水）、11 月 15 日（水） 全 3 回 

午前 10 時～正午 

※原則 3 回とも受講できる方

場 所

多可町図書館

趣旨または目的

子どもたちは昔話などの「おはなし」を聞くのが好き。そのためにはどんな「おはな

し」を語るのがよいか。子どもたちに楽しみと喜びを届けるため、語るにふさわしいお

はなしの選び方や伝え方などを学ぶ。

内 容

講師：小栗栖真弓（おぐりすまゆみ）氏

対象：子どもの本に関心のある全ての方

定員：20 名程度（人数が集まり次第締切） 

受講料：無料

申込期限：8 月 31 日（木） 

参考資料など

※詳しくは別添チラシ参照
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講  師：小栗栖
お ぐ り す

真弓
ま ゆ み

 氏 

姫路おはなしの会の会員として、ストーリーテリングや 
読み聞かせ講座で活躍されています。 
また、播磨学研究所研究員としても活動されています。 

場  所：多可町図書館（中区糀屋 434-11） 

対  象：子どもの本に関心のある全ての方 

定  員：２０名程度  参 加 費：無料  

申込期限：８月３１日(木) ※ただし、人数が集まり次第締め切ります。 

申込方法：申込書を各図書館(室)までご持参ください。 

電話、郵送、ＦＡＸ、ＱＲで受け付けます。 

日  程 

日 時 内 容 

１ 令和５年  9月 14日（木） 

10:00 

～12:00 

「現代の語り手」 

－ストーリーテリングとは－ 

２ 10月 18日（水） 「声の力」－子どもたちに伝えるもの－ 

３ 11月 15日（水） 「おはなし」を楽しむ 

★お問い合わせ先：多可町図書館（電話 32-5170 FAX 32-5171） 

令和５年度「ストーリーテリング講座」 申込書 多可町図書館 

氏
ふり

名
がな

電 話

住 所 
〒 

子どもたちは昔話などの「おはなし」を聞くのが大好きです。 

子どもたちに楽しみと喜びを届けるため、語るにふさわしい 

おはなしの選び方や伝え方などを学びます。 

すでに活動されている方はもちろんのこと、初めての方も 

この機会に楽しみながら、おはなしに触れてみませんか。 

キリトリセン

受講生 
募集 
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多可町商工会 記者発表資料 
提 出 日 担 当 課・係 担 当 者 名 連 絡 先 

令和 5 年 8 月 23 日 多可町商工会 金高 和彦 0795－32－2161

事 業（行 事）名 

創業ノウハウを学ぶ「創業塾」の開催 

日 時（開催期間） 

10 月 2 日(月)・10 月 17 日(火)・10 月 23 日(月)・10 月 30 日(月)

いずれも午後 7 時～9 時

場 所 

多可町商工会館 2F 大会議室

趣旨または目的 

・多可町内での創業を目指す方々を対象に、創業への準備、販路開拓、財務・資金計

画、人材育成等の知識を学ぶことができる創業塾を開催する。

・テーマ：あなたの夢をカタチに（継続テーマ）

・多可町内で創業を目指す方

内 容 

「特定創業支援等事業」に則ったカリキュラム構成で、創業の心構えやアイデアの出

し方、融資や各種施策の紹介、事業計画の策定などを学ぶ。全講座を受講することに

より、多可町より創業支援を受けた者であることの証明書を発行する。 

上記の「特定創業支援等事業」による支援を受けて創業することで、創業後の販路開

拓に向けた取り組みに対し、小規模事業者持続化補助金「創業枠」の申請が可能にな

る。（補助上限額は通常枠の 4 倍である 200 万円）

多可町商工観光課と連携を密に継続的に取り組んでいる事業である。 

参考資料など 

具体的なカリキュラムは別紙 
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創業塾（別紙） 

創業塾カリキュラム 

日 程 内 容 

第１講 

10 月 2 日(月) 

19:00-21:00 

創業への準備 

テーマ：アントレプレナーシップ（起業家精神）

●創業の心構え

●自己分析、やりたいことの整理

●事業領域を決める

●ビジネスプランの作り方

第 2講 

10 月 17 日(火) 

19:00-21:00 

マーケティング・販路拡大

●ビジネスモデルを知る

●事業アイデアを考える

●顧客ターゲットと商圏を絞り込む

●差別化戦略で売れる仕組み

第 3講 

10 月 23 日(月) 

19:00-21:00 

財務・資金計画 

●税務の基礎知識

売上・経費・利益計画を立てる

●資金繰りと損益分岐点

●創業計画書の書き方

（小規模事業者持続化補助金創業枠とは？）

第 4講 

10 月 30 日(月) 

19:00-21:00 

人材育成・その他 

●人材採用

●ビジネスプランのまとめ

●SNS による顧客獲得（Facebook・Instagram）

●人前で話すことの重要性※
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多可町商工会 記者発表資料 
提 出 日 担 当 課・係 担 当 者 名 連 絡 先

令和 5 年 8 月 23 日 多可町商工会 横畑 択磨 0795－32－2161 

事 業（行 事）名 

“多様性”を活かして播州織を全国へ販路拡大！

産地内の 5 社が東京ギフトショーでオリジナル商品をＰＲ 

日 時（開催期間） 

9 月 6 日（水）～9 月 8 日（金） 

場 所 

東京国際展示場（東京ビッグサイト）

趣旨または目的 

 “播州織”には、各社が培った数多くの技術や製品があり、その多様性が一番の強

み。この強みを活かして、多可町と西脇市の地場産業である「播州織」の魅力を全国

にＰＲして販路拡大につなげるために、東京で開催される展示会に出展する。

内 容 

 先染め綿織物「播州織」の魅力を全国にＰＲし販路拡大につなげようと、東京ビッ

グサイトで 9 月に開催される「東京インターナショナルギフトショー2023 秋」に産地

内の 5 社が出展する。ギフトショーはギフト商品や生活雑貨に関する日本最大規模の

展示会で、今回出展する 5 社はストールやハンカチ、手ぬぐいなど各社の独自技術や

織機を活かした最終商品を、全国のバイヤー等に向けて売り込む。

200 年以上の歴史がある播州織だが、海外への生産拠点の流出や近年のアパレル不

況等が影響して 2023 年の生産量は 1,287 万㎡とピーク時の 3％にまで減少している。

その中で今回出展する 5 社は、これまで産地内で多く製造・販売されてきた“生地”

だけでなく、そこから 1 歩踏み込んで各社の強みやアイデアを活かした商品開発に取

り組んでいる事業者ばかり。

脱下請けを目指して展示会で成果を出すため、これまで出展計画を作成したり、勉

強会で出展コンセプトの設計や顧客視点でのＰＲ方法を学んだりと準備を重ねてき

た。今回の出展では、多可町商工会の支援を得て『播州織で「 」を創る』を共同コ

ンセプトに掲げて、各社の個性を打ち出して出展する。

○出展事業者

・橋本裕司織布 ・高邦商事㈱ ・㈱コンドウファクトリー

・小円織物㈲ ・秋田商店～布工房風花～ (順不同)

参考資料など 

○ 出展事業者(別紙一覧参照)
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北はりま特別支援学校記者発表資料 
提 出 日 担 当 課・係 担 当 者 名 連 絡 先

令和 5 年 8 月 23 日 進路指導部・満村 教頭 谷水 0795－32－3672

事 業（行 事）名 

兵庫県立北はりま特別支援学校 令和 5 年度 芸術鑑賞会 

日 時（開催期間）

9 月 8 日（金） 

全学部…午前 10 時 15 分～午前 11 時 

場 所

兵庫県立北はりま特別支援学校 体育館

趣旨または目的

・生の音楽に触れることで、その楽しさや心地よさを味わう。

・芸術鑑賞会を通して、余暇活動の幅を広げる。

内 容

・詳しくは、学校にお尋ねください。

参考資料など
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北はりま特別支援学校記者発表資料 
提 出 日 担 当 課・係 担 当 者 名 連 絡 先

令和 5 年 8 月 23 日 進路指導部・満村 教頭 谷水 0795－32－3672

事 業（行 事）名 

兵庫県立北はりま特別支援学校 令和 5 年度 オープンスクール 

日 時（開催期間）

9 月 12 日（火）～9 月 14 日（木） 午前 9 時 30 分～午前 11 時 30 分 

場 所

兵庫県立北はりま特別支援学校 施設内全域

趣旨または目的

・オープンスクールを通して地域の人々等に教育活動を公開し、学校の魅力・特色

等に関する情報を発信し、「開かれた学校」づくりを推進する。

・本校の教育及び障害児童生徒に対する理解啓発を図る。

内 容

・詳しくは、添付する別紙をご参照ください。

参考資料など

・別紙 令和５年度 兵庫県立北はりま特別支援学校オープンスクール実施要項.doc
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令和５年度兵庫県立北はりま特別支援学校オープンスクール実施要項 

１ 目 的 （１）オープンスクールを通して地域の人々等に教育活動を公開し、学校の魅力・特色等に関する情報を発信し、

「開かれた学校」づくりを推進する。 

（２）本校の教育及び障害児童生徒に対する理解啓発を図る。

２ 日 時 令和５年 9 月 12 日(火)～9 月 14 日(木) 午前 9 時３０分～11 時３０分 

３ 場 所 本校施設内全域 

４ 対象者 本校への入学を考えている関係者（幼児・児童・生徒・保護者）学校園、行政等関係機関等 

５ 内 容 日頃の授業を公開する。 

６ 申込み  QR コードでの事前申込制とする。 

７  注意点・依頼事項 

（１） 写真撮影やビデオの撮影は禁止とし、禁止の旨を学校内に掲示する。

（２） 受付で名前、所属の記入をしていただく。

（３） 授業によっては、廊下からの見学となる所もある。

（４） 授業公開にあたっては、各学部学年において、授業名・簡単な内容・場所などを一覧表にして配付する。またホー

ムページに掲載する。

（５） スリッパ、下靴を入れる袋を持参していただく。

８  その他  ・新型コロナウイルス感染状況により、中止とする場合がある。 

・気象警報（大雨・洪水・暴風等）が午前６時３０分に加東市、西脇市、多可郡のいずれかの地域に発表され

ている場合や臨時休校の措置時には、オープンスクールは中止とする。中止の場合はホームページで知ら

せる。
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北はりま消防組合 記者発表資料 
提 出 日 担 当 課・係 担 当 者 名 連 絡 先

令和 5 年 8 月 23 日 西脇消防署多可出張所 田中 0795－32－0119

事 業（行 事）名 

高齢者福祉施設との救急連携訓練の実施について

日 時（開催期間）

9 月 1 日（金）午後 6 時 30 分～午後 7 時 30 分 

場 所

特別養護老人ホーム しあわせ荘

（多可町中区鍛冶屋 763-3） 

趣旨または目的

救急医療週間（9 月 9 日：救急の日を含む 1 週間）を前に、高齢者福祉施設と救急隊

の連携訓練を実施する。高齢者福祉施設内で発生した救急事案に対し、「情報伝達」を

テーマに、スムーズな傷病者の引継ぎと情報伝達を行い、事案発生時の連携強化を目的

とする。

内 容

詳しくは別添広報資料参照

参考資料など

北はりま消防組合広報資料
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北はりま消防組合 ≪広報資料≫ 
令和５年８月２１日

（担当部署） 

西脇消防署多可出張所 

（担当者） 

田中 

（連絡先） 

３２-０１１９

（表題）高齢者福祉施設との救急連携訓練の実施について 

（要旨） 

救急医療週間（９
きゅう

月９
きゅう

日：救急の日を含む１週間）を前に、高齢者福祉施設と救急隊の

連携訓練を実施します。高齢者福祉施設内で発生した救急事案に対し、「情報伝達」をテ

ーマに、スムーズな傷病者の引継ぎと情報伝達を行い、事案発生時の連携強化を目的に実

施します。 

（概要） 

と  き：令和５年９月１日（金） １８時３０分～１９時３０分 

と こ ろ：多可郡多可町中区鍛冶屋７６３－３ 

特別養護老人ホーム しあわせ荘 

訓練内容：しあわせ荘において急病人発生。施設職員による１１９番通報と応急処置。 

しあわせ荘については、急病人の発生に伴い施設内の救急対応を行い、１１

９番通報で「情報伝達」、適切な処置及び救急車の誘導等、施設職員間で連携

し傷病者を救急隊に引継ぐ体制を整える。 

救急隊については、施設職員から事故発生の「情報伝達」を受け、傷病者の状 

態に応じた適切な処置を行い、医師に「情報伝達」し医療機関へ搬送する。 

この訓練は、救急事案発生の可能性が高い高齢者福祉施設において、スムー

ズな救急活動が展開できるよう連携訓練を実施、訓練終了後に、情報共有や意

見交換会を行い、事案発生時に連携を密に図れるよう実施するものです。 

そ の 他：西脇消防署多可出張所 職員１２名参加
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